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伯
国
政
府
は
拒
否
の
構
え

疑
に
よ
る
も
の
だ
。

　

マ
ル
フ
氏
は
２
０
日
に
聖

市
の
連
邦
警
察
に
出
頭
し
、

連
邦
警
察
署
内
で
身
柄
拘
留

と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、

同
氏
の
弁
護
士
ら
は
同
日
、

高
齢
と
健
康
上
の
問
題
を
理

由
に
最
高
裁
に
同
氏
の
刑
執

行
差
し
止
め
を
請
求
し
て
い

た
が
、
２
２
日
に
カ
ル
メ
ン

長
官
が
こ
れ
を
却
下
し
た
形

と
な
っ
た
。

　

同
長
官
は
今
回
の
判
断
は

「
５
月
２
３
日
に
最
高
裁
第

１
小
法
廷
が
断
罪
し
た
」
こ

と
を
受
け
た
も
の
で
、「
連

邦
検
察
庁
が
起
訴
し
て
か
ら

２
２
日
で
１
１
年
と
３
日
が

過
ぎ
た
」
と
指
摘
。
同
氏
が

い
た
ず
ら
に
審
理
を
引
き
延

ば
し
て
き
た
こ
と
を
示
唆
し

た
上
で
、
刑
執
行
の
有
効
性

を
認
め
た
。

　

マ
ル
フ
氏
の
弁
護
側
は
さ

ら
に
控
訴
を
行
う
予
定
だ
。

彼
ら
は
マ
ル
フ
氏
が
前
立
腺

癌
を
患
い
、
心
臓
の
状
況
も

　

米
国
の
航
空
機
製
造
会
社
ボ
ー
イ
ン
グ
（
Ｂ
）
社
と
伯
国
の
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
（
Ｅ
）

社
は
２
１
日
、
潜
在
的
な
提
携
に
向
け
た
交
渉
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
と
２
１
、２
２
日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

社
は
交
渉
不
可
能
だ
。（
売

ら
れ
る
事
は
な
い
）」
と
語
っ

た
。

　

Ｅ
社
は
旅
客
機
と
共
に
軍

用
機
を
生
産
し
て
お
り
、
そ

こ
に
は
伯
国
技
術
の
粋
（
す

い
）
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

伯
国
政
府
は
、
Ｅ
社
が
米
資

本
の
傘
下
に
入
る
こ
と
に
よ

る
技
術
や
機
密
情
報
な
ど
の

流
出
や
、
米
国
議
会
の
干
渉

に
よ
る
軍
用
機
の
生
産
停
止

と
い
っ
た
事
態
が
起
き
る
こ

と
を
警
戒
し
て
い
る
。

　

Ｂ
社
と
Ｅ
社
間
の
合
意
に

は
伯
国
政
府
の
承
認
が
必
要

だ
。
伯
国
政
府
は
１
９
９
４

年
の
Ｅ
社
民
営
化
後
も
、
重

要
事
項
に
お
い
て
拒
否
権
を

行
使
で
き
る
「
黄
金
株
」
を

所
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

た
だ
し
、
伯
国
政
府
は
、

国
営
の
社
会
経
済
開
発
銀
行

（
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
の
出
資
会

社
で
あ
る
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ａ

ａ
ｒ
を
通
じ
て
、
Ｅ
社
株
の

５
・
４
％
を
押
さ
え
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。
Ｅ
社
株
は
米
国

の
投
資
顧
問
会
社
ブ
ラ
ン
デ

ス
社
が
１
５
％
を
抑
え
て
は

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
市

政
は
２
１
日
、
来
年
以
降
の

バ
ス
の
新
プ
ラ
ン
を
発
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
現
在

走
っ
て
い
る
バ
ス
（
１
日

１
万
３
千
台
余
）
を
１
千
台

ほ
ど
減
ら
し
、
逆
に
乗
換
え

を
多
く
す
る
と
い
う
。
こ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
路
上
の

い
る
が
、
６
４
・５
％
は
市
場

に
流
れ
て
い
る
。

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
ベ

イ
ン
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
の
共
同

経
営
者
で
、
航
空
業
界
の
専

門
家
の
ア
ン
ド
レ
・
カ
ス
テ

リ
ー
ニ
氏
は
、
Ｂ
社
は
Ｅ
社

の
強
み
で
あ
る
地
域
間
旅
客

機
（
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ェッ

ト
）
部
門
を
欲
し
が
っ
て
い

る
と
分
析
し
て
い
る
。同
氏
は

「
Ｅ
社
は
軍
用
機
も
製
造
し

て
は
い
る
が
、
そ
の
大
半
は

輸
送
や
訓
練
用
で
戦
闘
用
で

は
な
い
」
し
、「
軍
用
機
部
門

で
は
Ｂ
社
に
は
到
底
及
ば
な

い
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
動
き
は
、

欧
州
大
手
の
エ
ア
バ
ス
社
と

カ
ナ
ダ
の
ボ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア

社
が
１
０
月
に
パ
ー
ト
ナ
ー

地
域
間
旅
客
機
部
門
が
狙
い
か

よ
く
な
い
上
、
排
便
時
も
人

の
助
け
を
借
り
な
い
と
移
動

で
き
な
い
ほ
ど
体
力
が
衰
え

て
い
て
、
危
険
な
状
態
に
あ

る
と
し
て
い
る
。

　

カ
ル
メ
ン
長
官
は
判
決
文

で
、
マ
ル
フ
氏
が
健
康
問
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
認
め

た
上
で
、
同
氏
の
検
査
は
必

須
で
、
刑
務
所
で
刑
が
執
行

で
き
る
か
否
か
は
、
連
邦
直

轄
区
の
刑
法
裁
判
所
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
る
と
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
今
回
の
カ
ル
メ

事
が
即
座
の
刑
の
執
行
命
令

を
出
し
た
。
こ
れ
は
同
氏
が

聖
市
市
長
だ
っ
た
１
９
９
３

年
か
ら
９
６
年
に
行
わ
れ

た
、
聖
市
の
ア
グ
ア
・
エ
ス

プ
ラ
イ
ア
ー
ダ
（
現
ジ
ョ
ル

ナ
リ
ス
タ
・
ロ
ベ
ル
ト
・
マ

リ
ー
ニ
ョ
）
大
通
り
と
ア

イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
・
ト
ン
ネ

ル
の
建
設
工
事
で
横
領
し
た

公
金
を
国
外
の
口
座
に
送
金

し
、
資
金
洗
浄
を
行
っ
た
容

　

２
１
日
、
最
高
裁
の
カ
ル

メ
ン
・
ル
シ
ア
長
官
は
、
元

聖
市
市
長
の
パ
ウ
ロ
・
マ
ル

フ
下
議
（
８
６
、
進
歩
党
・

Ｐ
Ｐ
）
の
釈
放
請
求
を
却
下

し
た
。
こ
の
判
決
を
受
け
、

マ
ル
フ
被
告
は
２
２
日
に
ブ

ラ
ジ
リ
ア
の
刑
務
所
に
移
送

さ
れ
た
。
２
２
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

マ
ル
フ
氏
は
今
年
５
月
に

最
高
裁
で
７
年
９
カ
月
と

１
０
日
の
実
刑
判
決
を
受
け

て
お
り
、
１
９
日
に
最
高
裁

の
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
判

高
齢
と
健
康
問
題
を
抱
え
る
も

非
識
字
率
は
今
も
７
・
２
％

２
２
日
に
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
移
送

ン
長
官
の
判
断
に
対
す
る
控

訴
も
、
同
刑
法
裁
判
所
の
扱

い
と
な
る
。

　

同
長
官
の
判
断
を
受
け
、

マ
ル
フ
氏
の
身
柄
は
２
２
日

に
聖
市
の
連
邦
警
察
か
ら
ブ

ラ
ジ
リ
ア
の
パ
プ
ー
ダ
刑
務

所
に
移
さ
れ
た
。
同
氏
が
入

る
房
は
３
０
平
米
で
、
最
大

１
０
人
が
利
用
。
シ
ャ
ワ
ー

と
便
器
、
ベ
ッ
ド
と
机
と
椅

子
も
つ
い
て
い
る
。

　

な
お
、
法
的
に
、
下
院
が

今
回
の
マ
ル
フ
氏
の
逮
捕
を

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
同
氏
の
下
議
罷
免
処
分

に
関
し
て
は
下
院
が
扱
う
こ

と
に
な
る
。
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ

イ
ア
下
院
議
長
は
既
に
、
下

院
本
会
議
で
マ
ル
フ
氏
の
罷

免
問
題
に
つ
い
て
審
議
す
る

意
向
だ
が
、
議
会
は
も
う
休

暇
に
入
っ
て
お
り
、
同
件
の

審
議
は
議
会
が
再
開
す
る
来

年
の
２
月
以
降
と
な
る
。

『
株
式
売
却
』
な
ど
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
伯
国
政
府
の

承
認
が
必
要
」
と
記
さ
れ
て

い
た
。

　

こ
の
知
ら
せ
が
明
ら
か
に

な
っ
た
２
１
日
、
Ｅ
社
株
は

急
騰
し
、
前
日
比
２
２
・
５

％
上
昇
を
記
録
し
た
。

　

米
国
紙
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト

リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
Ｗ

Ｓ
Ｊ
）
は
、
Ｂ
社
の
狙
い
は

Ｅ
社
の
経
営
権
取
得
だ
が
、

そ
れ
に
は
伯
国
政
府
や
伯
国

空
軍
が
大
き
く
抵
抗
す
る
だ

ろ
う
と
報
じ
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開
か
れ
て

い
た
メ
ル
コ
ス
ー
ル
首
脳
会

議
に
参
加
し
て
い
た
テ
メ
ル

大
統
領
（
民
主
運
動
党
・
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は
２
１
日
、
ラ
ウ

ル
・
ジ
ュ
ン
グ
マ
ン
国
防
相
や

ニ
ヴ
ァ
ウ
ド
・
ロ
ッ
サ
ー
ト
空

軍
司
令
官
と
会
談
し
、「
Ｅ

１７年１０月のマルフ氏（Wilson Dias/Agência Brasil）

エンブラエル製造工場（Sgt.Batista/ Agência FAB）

１
日
で
株
価
２
２
・５
％
上
昇

シ
ッ
プ
締
結
を
発
表
し
た
こ

と
に
対
抗
す
る
た
め
の
も
の

と
の
見
方
も
出
て
い
る
。

　

な
お
、
市
場
で
は
、
Ｅ
社

と
Ｂ
社
の
合
併
は
Ｅ
社
に
益

す
る
と
こ
ろ
の
方
が
大
き
い

と
の
見
方
が
一
般
的
だ
。

交
通
量
が
抑
え
ら
れ
、
バ
ス

の
運
行
が
速
や
か
に
な
る
と

い
う
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
・

バ
ス
は
地
域
限
定
路
線
で
使

用
し
、
地
域
と
幹
線
道
路
を

結
ぶ
バ
ス
を
中
型
、
幹
線
道

路
を
走
り
、
利
用
者
の
多
い

路
線
の
バ
ス
を
大
型
に
す
る

事
で
利
用
者
数
は
増
や
す
と

い
う
。
２
０
２
０
年
ま
で
に

７
５
％
の
バ
ス
に
空
調
を
入

れ
、
全
て
の
バ
ス
に
Ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ
を
完
備
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ

ロ
も
目
指
す
と
い
う
大
胆
な

発
想
だ
が
、
ま
ず
変
更
し
て

す
ぐ
が
ど
う
な
る
か
、
知
り

た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
、
車

の
移
動
も
活
発
化
す
る
が
、

こ
こ
で
聖
州
内
の
高
速
道
の

交
通
情
報
を
。
今
日
は
い
ず

れ
の
高
速
道
も
聖
市
か
ら
市

外
へ
出
る
方
面
が
早
朝
か
ら

昼
過
ぎ
ま
で
混
雑
す
る
。
中

で
も
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ジ
ア
ス

は
２
４
時
ま
で
終
日
混
雑
す

る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
帰
途

に
着
く
２
５
日
は
昼
も
し
く

は
夕
方
か
ら
、
午
後
８
時
、

９
時
頃
ま
で
混
雑
と
の
こ
と

だ
が
、
ア
ニ
ャ
ン
ゲ
ー
ラ
や

フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ジ
ア
ス
は
か

な
り
遅
く
ま
で
混
む
と
か
。

天
気
も
良
く
な
い
よ
う
な
の

で
道
中
は
気
を
つ
け
て
。

　
　
　
　
　

◎

　

公
共
機
関
に
つ
い
て
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
営
業
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
目
立
つ
。
郵
便
局
の

一
部
と
市
営
の
市
場
、
デ
ト

ラ
ン
、
プ
ロ
コ
ン
は
２
３
日

も
機
能
す
る
が
、
土
曜
日
の

た
め
１
２
〜
１
４
時
に
閉
ま

る
の
で
、
用
は
午
前
中
に
済

ま
せ
た
い
。
医
療
機
関
は
救

急
病
院
や
Ａ
Ｍ
Ａ
が
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
関
係
な
く
、
２
３

〜
２
５
日
も
開
い
て
い
る

が
、
各
機
関
で
対
応
時
間
が

異
な
る
た
め
、
確
認
を
。

　

エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ

ス
財
相
は
２
１
日
、
連
邦

政
府
は
増
税
を
避
け
る
た
め

の
代
替
案
を
模
索
し
て
い
る

と
語
っ
た
が
、
増
税
の
道
を

完
全
に
は
否
定
し
な
か
っ
た

と
、
２
２
日
付
伯
字
各
紙
が

報
じ
た
。

　

連
邦
政
府
は
財
政
健
全
化

の
た
め
、
投
資
専
用
フ
ァ
ン

ド
で
得
た
利
益
に
課
税
す
る

こ
と
を
定
め
た
暫
定
令
（
Ｍ

Ｐ
）
を
出
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
来
年
度
会
計
で
は
推
定

６
０
億
レ
の
収
入
が
得
ら
れ

る
は
ず
だ
っ
た
が
、
年
内
の

承
認
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め

に
、
こ
の
分
の
穴
を
埋
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

社
会
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）

本
部
で
行
わ
れ
た
記
者
会
見

で
、
同
財
相
は
、「
増
税
に

関
し
て
は
何
も
決
ま
っ
て
い

な
い
が
、（
収
入
減
を
補
う

た
め
）
何
か
し
ら
の
代
替
案

が
必
要
だ
」
と
し
た
。

　

メ
イ
レ
レ
ス
財
相
は
、
承

認
か
ら
施
行
ま
で
９
０
日
し

か
か
か
ら
ず
、
税
収
が
来
年

の
会
計
に
反
映
さ
れ
得
る
税

金
も
あ
る
と
し
た
上
、
歳
出

を
抑
え
、
歳
入
を
増
や
す
た

め
の
政
策
が
政
府
の
思
惑
通

り
に
行
え
な
か
っ
た
分
は
、

予
算
を
カ
ッ
ト
す
る
可
能
性

も
あ
る
と
し
た
。

　

政
府
は
来
年
の
国
家
公
務

員
の
給
与
調
整
を
１
年
先

送
り
す
る
こ
と
と
、
月
給

５
５
０
０
レ
以
上
の
国
家
公

務
員
の
年
金
負
担
率
を
引
き

上
げ
る
こ
と
を
定
め
た
Ｍ
Ｐ

を
出
し
て
い
た
が
、
１
８
日

に
最
高
裁
の
リ
カ
ル
ド
・
レ

ヴ
ァ
ン
ド
フ
ス
キ
判
事
が
そ

れ
を
差
し
止
め
て
い
る
。

　

こ
の
判
断
が
覆
ら
な
け
れ

ば
、
政
府
は
６
６
億
レ
分
を

新
た
な
収
入
か
節
約
で
補
填

し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

同
財
相
は
、
米
国
、
英
国

の
国
際
的
な
格
付
会
社
と
面

談
し
た
こ
と
も
明
か
し
、
社

会
保
障
制
度
改
革
の
下
院
採

決
が
年
内
に
行
え
な
か
っ
た

事
が
、
格
付
会
社
が
す
ぐ
に

伯
国
債
の
格
付
を
下
げ
る
事

に
は
な
ら
な
い
と
し
た
。

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

が
２
１
日
に
発
表
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
２
０
１
６

年
の
全
国
家
庭
サ
ン
プ
ル
調

査
（
Ｐ
ｎ
ａ
ｄ
）
の
結
果
、

１
５
歳
以
上
の
国
民
の
内
、

７
・
２
％
に
あ
た
る
１
１
８

０
万
人
が
非
識
字
者
で
あ
る

事
が
判
明
し
た
と
２
２
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
た
。

　

今
回
の
調
査
は
対
象
地
域

が
広
が
り
、
以
前
と
の
比
較

が
出
来
な
い
が
、
肌
の
色
で

見
た
非
識
字
率
は
、
白
人
が

４
・
２
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、

黒
人
や
褐
色
（
以
下
、
黒
人

系
）
は
９
・
９
％
で
、
２
倍

以
上
だ
っ
た
。

　

非
識
字
率
は
年
齢
が
進

む
ほ
ど
大
き
く
な
り
、
６
０

歳
以
上
の
人
の
場
合
は

２
０
・
４
％
に
達
し
た
。
ま

た
、
肌
の
色
に
よ
る
識
字
率

の
差
は
年
齢
と
共
に
大
き
く

な
り
、
白
人
が
１
１
・
７
％

だ
っ
た
の
に
対
し
、
黒
人
系

は
３
０
・７
％
に
及
ん
だ
。

　

人
種
ご
と
の
識
字
率
を
分

析
し
た
の
は
初
め
て
だ
が
、

白
人
の
方
が
教
育
を
得
る
機

会
が
多
い
事
は
今
回
の
調
査

か
ら
も
明
ら
か
で
、
前
世
紀

か
ら
言
わ
れ
て
い
た
、
人
種

に
よ
る
学
力
や
学
歴
の
差
が

裏
付
け
ら
れ
た
。

　

２
５
歳
以
上
で
見
る

と
、
教
育
の
機
会
が
ま
る
で

な
い
人
（
非
就
学
者
）
は

１
１
・
２
％
、
小
〜
中
学
校

中
退
者
（
小
卒
者
を
含
む
）

は
３
０
・
６
％
、
中
学
卒
業

か
高
校
中
退
は
１
３
％
で
、

２
５
歳
以
上
の
人
の
半
数
以

上
が
初
等
教
育
レ
ベ
ル
で
あ

る
事
も
判
明
。
高
卒
か
大
学

中
退
は
２
９
・
７
％
、
大
卒

以
上
の
人
は
１
５
・
３
％
い

た
。

　

こ
れ
ら
の
数
字
は
平
均
就

学
年
数
が
８
年
だ
っ
た
事
と

も
合
致
す
る
。
白
人
の
平
均

就
学
年
数
は
９
年
で
、
黒

人
系
の
平
均
は
７
年
だ
っ

た
。
非
就
学
者
は
白
人
７
・

３
％
に
対
し
、
黒
人
系
は

１
４
・
７
％
。
大
学
卒
以
上

は
、
白
人
２
２
・
２
％
に
対

し
、黒
人
系
８
・８
％
だ
っ
た
。

　

非
就
学
の
女
性
は

１
０
・
９
％
で
男
性

１
１
・
５
％
だ
が
、
家
族
や

親
族
の
世
話
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
か
、
家
事
を
助

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
女
性
は
２
６
％
い
た
が
、

男
性
は
０
・８
％
だ
っ
た
。

　

大
卒
者
は
女
性

１
６
・
９
％
に
対
し
、
男
性

１
３
・
５
％
と
、
女
性
の
方

が
学
歴
は
高
い
。
平
均
就
学

年
数
も
女
性
が
８
・
２
年
、

男
性
は
７
・８
年
だ
っ
た
。

　

非
識
字
率
は
、
北
東
部

の
１
４
・
８
％
に
対
し
、
南

部
は
３
・
６
％
と
地
域
差
も

大
き
い
。
北
部
は
８
・
５
％
、

中
西
部
は
５
・
７
％
、
南
東

部
は
３
・８
％
だ
っ
た
。

　

６
〜
１
４
歳
の
子
供
の
就

学
率
は
９
９
・
２
％
で
、
全

国
教
育
計
画
の
目
標
を
達
成

し
た
が
、
４
、５
歳
児
の
就

学
率
は
９
０
・
２
％
で
、
前

年
よ
り
０
・
３
％
ポ
イ
ン
ト

低
下
。
０
〜
３
歳
児
の
就
学

率
は
３
０
・
４
％
で
前
年
と

同
率
だ
っ
た
。
同
計
画
で
は

２
０
２
４
年
ま
で
に
非
識
字

率
０
％
を
目
指
し
て
い
る
。

　

大
統
領
選
世
論
調
査
で
支

持
率
２
位
の
ジ
ャ
イ
ー
ル
・

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
下
議
が
、
出
馬

予
定
の
政
党
を
巡
っ
て
も
め

て
い
る
と
２
１
〜
２
２
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
、
現
在

所
属
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
を
離
党
し
、
新

党
「
愛
国
党
」
か
ら
出
馬
予

定
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
最

近
に
な
っ
て
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

本
人
、
移
籍
を
取
り
や
め
る

こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
を
ほ

の
め
か
す
発
言
を
ネ
ッ
ト
上

で
行
っ
て
い
る
。

　

愛
国
党
に
よ
る
と
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
が
、
同
党
の
州
支

部
の
内
、
２
３
か
ら
２
７
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
い
と
考

え
て
い
る
た
め
、
党
幹
部
と

の
交
渉
が
う
ま
く
行
っ
て
お

ら
ず
、
正
式
な
移
籍
に
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
、
自
由

社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
や
共
和

党
（
Ｐ
Ｒ
）
と
も
移
籍
交
渉

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。
だ
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
側

は
説
を
否
定
。
こ
こ
で
も
党

の
主
権
を
握
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

Ｐ
Ｒ
は
下
院
４
０
人
と
大

型
政
権
だ
が
、
テ
メ
ル
政
権

と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
メ

ン
サ
ロ
ン
や
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
な
ど
の
汚
職
問
題
に
も
絡

ん
で
い
る
政
党
の
た
め
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
主
張
す
る「
汚

職
撲
滅
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
反

す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ
か
ら
は
パ

ウ
ロ
・
ラ
ベ
ロ
・
デ
・
カ
ス
ト

ロ
氏
の
大
統
領
選
出
馬
擁
立

が
強
く
噂
さ
れ
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

12月22日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.3318  R$
買　3.3299  R$

円相場
売　0.0294  R$
買　0.0294  R$

ボーイング社と提携交渉
　

一
部
の
メ
デ
ィ
ア
は
「
合

併
」
と
報
じ
て
い
る
が
、
両

社
は
ま
だ
、「
提
携
」
の
内

容
が
何
を
指
す
の
か
を
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。
だ
が
、

連
名
で
発
表
さ
れ
た
文
書
に

は
、「
全
て
は
協
議
の
過
程
に

あ
り
、
Ｅ
社
が
行
う
『
提
携
』

増
税
を
完
全
に
は
否
定
せ
ず

「
即
座
の
伯
国
債
格
下
げ
な
い
」と
も

黒
人
や
褐
色
は
白
人
の
２
倍
？

エンブラ
エル社

最 高 裁

マ
ル
フ
の
釈
放
を
認
め
ず

（２）２０１７年 第４９０６号 １２月 ２３日 （土曜日）

メイレレス財相

大
統
領
選
出
馬
、大
丈
夫
？

移
籍
予
定
の
政
党
と
一
悶
着

ボウソナロ



　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

で
官か

ん

吏り

を
さ
れ
て
い
た
人ひ

と

が
、
当と

う

時じ

の
体た

い

験け
ん

を
語か

た

っ
た
貴き

重ち
ょ
うな
本ほ

ん

が
あ
る
。
本ほ

ん

年ね
ん

７
月が

つ

、
１
０
２
歳さ

い

で
亡な

く
な
ら
れ
た
西に

し

川か
わ

清き
よ
し

氏し

の
『
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

官か
ん

吏り

、
最さ

い

後ご

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

』［
１
］
だ
。
表

ひ
ょ
う

紙し

の
帯お

び

に
は
「
お
そ
ら
く
総そ

う

督と
く

府ふ

の
実じ

っ

態た
い

を
語か

た

れ
る
の
は
私わ

た
しが
最さ

い

後ご

だ
と
思お

も

い
ま
す
」と
の
発は

つ

言げ
ん

が
あ
る
。

　

こ
の
本ほ

ん

の
裏う

ら

表び
ょ
う

紙し

に
あ
る
写し

ゃ

真し
ん

が
、
西に

し

川か
わ

さ
ん
の
証

し
ょ
う

言げ
ん

の
す
べ
て
を
物も

の

語が
た

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
４
人に

ん

の
若わ

か

い
男だ

ん

性せ
い

が
桜さ

く
らの
木き

の
下し

た

で
、
肩か

た

を
組く

ん
で
い
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は

「
１
９
３
４
年ね

ん　

官か
ん

吏り

仲な
か

間ま

と
楽た

の

し
く
花は

な

見み

す
る
西に

し

川か
わ

氏し

」

と
あ
る
。

　
一ひ

と

人り

は
着き

物も
の

を
着き

て
い
る
の
で
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
分わ

か
る
が
、
他ほ

か

の

３
人に

ん

は
洋よ

う

服ふ
く

だ
。
そ
の
う
ち
の
一ひ

と

人り

が
西に

し

川か
わ

さ
ん
で
「
大や

ま

和と

系け
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

」、
残の

こ

る
２
人に

ん

の
青せ

い

年ね
ん

に
は
「
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

系け
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
と
注

ち
ゅ
う

意い

書が

き
さ
れ
て
い
る
。

　

仲な
か

良よ

く
肩か

た

を
組く

ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
注

ち
ゅ
う

意い

書が

き
が

な
け
れ
ば
、
誰だ

れ

が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
誰だ

れ

が
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

だ
か
全ま

っ
た
く
わ
か
ら

な
い
。
西に

し

川か
わ

さ
ん
の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

で
の
業

ぎ
ょ
う

務む

体た
い

験け
ん

を
読よ

ん
で
い

く
と
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

が
一い

っ

体た
い

と
な
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

仕し

事ご
と

を
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
窺う

か
がわ
れ
る
。

　

西に
し

川か
わ

さ
ん
は
昭

し
ょ
う

和わ

８
（
１
９
３
３
）
年ね

ん

１
８
歳さ

い

で
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

の
熊く

ま

野の

林り
ん

業ぎ
ょ
う

学が
っ

校こ
う

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
、
校こ

う

長ち
ょ
うの
斡あ

っ

旋せ
ん

で
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

に
就

し
ゅ
う

職し
ょ
くし
た
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

と
い
っ
て
も
、
当と

う

時じ

は
内な

い

地ち

（
国こ

く

内な
い

）、

外が
い

地ち

（
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

、
台た

い

湾わ
ん

）
と
も
同お

な

じ
日に

本ほ
ん

だ
っ
た
の
で
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の
遠と

お

い
地ち

方ほ
う

に
行い

く
と
い
う
感か

ん

覚か
く

だ
っ
た
。
任に

ん

地ち

は
江こ

う

原げ
ん

道ど
う

。「
道ど

う

」
は
日に

本ほ
ん

で
言い

え
ば
「
県け

ん

」
に
あ
た
り
、
江こ

う

原げ
ん

道ど
う

は

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

の
東

ひ
が
し

海か
い

岸が
ん

、
南な

ん

北ぼ
く

で
は
ち
ょ
う
ど
中な

か

程ほ
ど

に
あ
っ
た
。

　
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
行い

っ
て
ま
ず
驚お

ど
ろい
た
事こ

と

は
、
釜ぷ

山さ
ん

や
京け

い

城じ
ょ
う（
現げ

ん

ソ
ウ

ル
）
な
ど
町ま

ち

の
周

し
ゅ
う

囲い

の
山や

ま

が
禿は

げ

山や
ま

だ
っ
た
こ
と
で
す
。

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

の「
一い

っ

視し

同ど
う

仁じ
ん

」チ
ー
ム
ワ
ー
ク

２０１７年
ねん

１０月
がつ

１日
たち

版
ばん

・
・
・
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
は
オ
ン
ド
ル
と
い
う
薪ま

き

を
焚た

い
て
床ゆ

か

を
暖あ

た
ため
る

設せ
つ

備び

が
ど
こ
の
家い

え

に
も
あ
り
ま
し
た
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
非ひ

常じ
ょ
うに
寒さ

む

く

な
り
ま
す
か
ら
、こ
の
オ
ン
ド
ル
に
は
大た

い

量り
ょ
うの
薪ま

き

が
必ひ

つ

要よ
う

で
す
。

し
か
し
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
は
植

し
ょ
く

林り
ん

を
す
る
と
い
う
技ぎ

術じ
ゅ
つも
な
く
、
指し

導ど
う

者し
ゃ

も
い
な
か
っ
た
の
で
、
街ま

ち

に
近ち

か

い
山や

ま

々や
ま

に
は
ほ
と
ん
ど
樹じ

ゅ

木も
く

が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。［
１
，　
ｐ
２
４
］

　

西に
し

川か
わ

さ
ん
の
最さ

い

初し
ょ

の
仕し

事ご
と

は
、
こ
の
禿は

げ

山や
ま

に
植

し
ょ
く

林り
ん

を
す
る
こ

と
だ
っ
た
。
ま
ず
土つ

ち

が
流な

が

れ
な
い
よ
う
、
７
、８
０
セ
ン
チ
の

段だ
ん

々だ
ん

を
作つ

く

り
、
そ
こ
に
木き

を
植う

え
る
。
植

し
ょ
く

林り
ん

は
土ど

砂し
ゃ

崩く
ず

れ
や

洪こ
う

水ず
い

防ぼ
う

止し

の
た
め
に
急

き
ゅ
う

務む

で
あ
っ
た
。
ま
た
海う

み

の
近ち

か

く
に
植

し
ょ
く

林り
ん

す
る
こ
と
で
、
漁ぎ

ょ

場じ
ょ
うに
栄え

い

養よ
う

が
行ゆ

き
渡わ

た

る
。
西に

し

川か
わ

さ
ん
は
日に

本ほ
ん

の
林り

ん

業ぎ
ょ
う

学が
っ

校こ
う

で
「
樹き

の
な
い
国く

に

は
滅ほ

ろ

ぶ
」
と
教お

し

え
ら
れ
て

い
た
。

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

は
１
９
１
１
年ね

ん

か
ら
の
３
０
年ね

ん

間か
ん

で
、

５
億お

く

９
千せ

ん

万ま
ん

本ぼ
ん

も
の
植

し
ょ
く

林り
ん

を
行

お
こ
な
っ
た
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

全ぜ
ん

人じ
ん

口こ
う

の
一ひ

と

人り

あ

た
り
約や

く

２
５
本ほ

ん

と
い
う
膨ぼ

う

大だ
い

な
数か

ず

で
あ
る
。
西に

し

川か
わ

さ
ん
は
そ

の
一い

ち

翼よ
く

を
担に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

１
１
（
１
９
３
６
）
年ね

ん

に
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

は
地ち

方ほ
う

官か
ん

吏り

養よ
う

成せ
い

所じ
ょ

を
設も

う

け
、
西に

し

川か
わ

さ
ん
は
そ
の
第だ

い

１
期き

生せ
い

と
し
て
京け

い

城
じ
ょ
う

で
１
年ね

ん

間か
ん

学ま
な

ん
だ
。
江こ

う

原げ
ん

道ど
う

か
ら
は
５
人に

ん

が
送お

く

ら
れ
た
が
、

そ
の
う
ち
の
２
人り

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

だ
っ
た
。
養よ

う

成せ
い

所じ
ょ

の
第だ

い

１
期き

か
ら

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

も
選え

ら

ば
れ
て
、
幹か

ん

部ぶ

候こ
う

補ほ

生せ
い

と
し
て
育そ

だ

て
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
幹か

ん

部ぶ

と
も
な
れ
ば
、日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
上

じ
ょ
う

司し

と
な
る
こ
と
も
、

ご
く
普ふ

通つ
う

で
あ
っ
た
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

１
８
（
１
９
４
３
）
年ね

ん

、
西に

し

川か
わ

さ
ん
は
江こ

う

原げ
ん

道ど
う

の

２
１
の
郡ぐ

ん

の
一ひ

と
つ
、
寧よ

ん

越う
ぉ
る

郡ぐ
ん

の
内な

い

務む

課か

長ち
ょ
うに
昇

し
ょ
う

進し
ん

し
た
。
寧よ

ん

越う
ぉ
る

郡ぐ
ん

は
７
つ
ほ
ど
の
村む

ら

を
管か

ん

轄か
つ

し
て
お
り
、
全ぜ

ん

体た
い

で
６
０
名め

い

ほ
ど
の
職

し
ょ
く

員い
ん

が
い
た
。
ど
こ
の
郡ぐ

ん

で
も
郡ぐ

ん

守し
ゅ

は
ほ
と
ん
ど
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

で
、
寧よ

ん

越う
ぉ
る

郡ぐ
ん

も
例れ

い

外が
い

で
は
な
か
っ
た
。
西に

し

川か
わ

さ
ん
は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

郡ぐ
ん

守し
ゅ

の
下も

と

で
内な

い

務む

課か

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
た
わ
け
で
あ
る
。

　

給
き
ゅ
う

与よ

も
出

し
ゅ
っ

世せ

に
つ
い
て
も
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

も
全ま

っ
た
く
差さ

別べ
つ

は
な
か
っ
た
。
た
だ
内な

い

地ち

か
ら
来き

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
は
外が

い

地ち

手て

３
．
日に

本ほ
ん

人じ
ん

官か
ん

吏り

と

        

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

官か
ん

吏り

の

        

給き
ゅ
う

与よ

も
出し

ゅ
っ

世せ

も
平び

ょ
う

等ど
う

だ
っ
た

当あ
て

が
支し

給き
ゅ
うさ
れ
た
。し
た
が
っ
て
内な

い

地ち

に
働は

た
ら
く
日に

本ほ
ん

人じ
ん

官か
ん

吏り

と
、

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

で
働は

た
ら
く
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

官か
ん

吏り

は
同お

な

じ
給

き
ゅ
う

与よ

だ
っ
た
よ
う
だ
。
こ

れ
は
現げ

ん

在ざ
い

の
多お

お

く
の
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うの
海か

い

外が
い

法ほ
う

人じ
ん

よ
り
も
公こ

う

平へ
い

で

あ
る
。

　

そ
の
後ご

、
西に

し

川か
わ

さ
ん
は
道ど

う

庁ち
ょ
うに
移う

つ
っ
て
課か

長ち
ょ
う

補ほ

佐さ

に
な
っ
た

が
、
そ
こ
で
も
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

の
方ほ

う

が
ず
っ
と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

よ
り
も
多お

お

く
、

ま
た
道ど

う

庁ち
ょ
うの
部ぶ

長ち
ょ
うも
ほ
と
ん
ど
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

の
上

じ
ょ
う

司し

に
仕つ

か

え
た
の
だ
が
、
西に

し

川か
わ

さ
ん
は
全ま

っ
た
く
違い

和わ

感か
ん

は
な
か
っ
た
と
い
う
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

の
上

じ
ょ
う

司し

は
、
西に

し

川か
わ

さ
ん
を
と

て
も
可か

愛わ
い

が
っ
て
く
れ
た
。

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

統と
う

治ち

で
は
、「
皇こ

う

民み
ん

化か

」
で
当と

う

時じ

の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

を
軍ぐ

ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

に
染そ

め
上あ

げ
よ
う
と
し
た
、
な
ど
と
の
批ひ

判は
ん

が
現げ

ん

在ざ
い

さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
西に

し

川か
わ

さ
ん
は
こ
う
答こ

た

え
る
。

　

皇こ
う

民み
ん

化か

政せ
い

策さ
く

に
つ
い
て
勘か

ん

違ち
が

い
し
て
い
る
方か

た

が
多お

お

い
の
で

す
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

も
皇こ

う

民み
ん

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
皇こ

う

民み
ん

化か

と
は
日に

本ほ
ん

と
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
格か

く

差さ

や
差さ

別べ
つ

を
な
く
す
た
め
の
も

の
だ
っ
た
と
思お

も

い
ま
す
。［
１
，　
ｐ
７
２
］

　

道ど
う

庁ち
ょ
う

内な
い

で
は
各か

く

課か

ご
と
に
野や

球き
ゅ
うチ
ー
ム
を
作つ

く

り
、
野や

球き
ゅ
う

大た
い

会か
い

を
や
っ
て
い
た
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

は
野や

球き
ゅ
うが
と
て
も
う
ま
く
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

だ
け
の
チ
ー
ム
も
あ
っ
た
が
、
そ
こ
が
一い

ち

番ば
ん

強つ
よ

い
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
混こ

ん

合ご
う

チ
ー
ム
が
い
ち
ば
ん
強つ

よ

か
っ
た
と
言い

う
。
個こ

人じ
ん

の
能の

う

力り
ょ
くの
高た

か

い

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
優す

ぐ

れ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
強つ

よ

み
が
う
ま

く
補ほ

完か
ん

し
合あ

う
か
ら
だ
ろ
う
。

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
、
日に

っ

韓か
ん

併へ
い

合ご
う

後ご

の
最さ

い

初し
ょ

の
２
０
年ね

ん

で
、
人じ

ん

口こ
う

も
米こ

め

の
生せ

い

産さ
ん

量り
ょ
うも
２
倍ば

い

と
な
る
な
ど
の
高こ

う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
う

期き

を
迎む

か

え
る

が
、
そ
の
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くの
一ひ

と
つ
が
、
こ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。

`　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

に
日に

本ほ
ん

名め
い

を
名な

の
ら
せ
る
創そ

う

氏し

改か
い

名め
い

が
強

き
ょ
う

制せ
い

さ
れ

た
と
い
う
の
も
、
戦せ

ん

後ご

の
神し

ん

話わ

で
あ
る
。

　
道ど

う

庁ち
ょ
うの
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

官か
ん

吏り

の
人ひ

と

で
も
、
創そ

う

氏し

改か
い

名め
い

し
な
い
人ひ

と

は

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
は
っ
き
り
と
覚お

ぼ

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
私

わ
た
し

１
．「
大
和や

ま
と

系け
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
と

　
　
「
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

系け
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
の

　
　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
周ま

わ

り
で
は
半は

ん

数す
う

以い

上じ
ょ
うと
いっ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。「
創そ

う

氏し

改か
い

名め
い

し
ろ
」
と
言い

う
命め

い

令れ
い

が
あ
っ
た
の
な
ら
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

の
官か

ん

吏り

は
、
真ま

っ
先さ

き

に
改か

い

名め
い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
総そ

う

督と
く

府ふ

の
組そ

織し
き

の
人に

ん

間げ
ん

で
あ
る
官か

ん

吏り

の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

が
、
国く

に

の

言い

う
こ
と
を
聞き

か
な
い
と
言い

う
事こ

と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
名な

前ま
え

を
変か

え
な
か
っ
た
と
い
う
事こ

と

は
、
創そ

う

氏し

改か
い

名め
い

は
自じ

由ゆ
う

だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。［
１
，　
ｐ
１
０
８
］

　
む
し
ろ
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

が
日に

本ほ
ん

名め
い

を
欲ほ

し
が
っ
た
と
言い

う
話は

な
し
も
聞き

い

た
く
ら
い
だ
っ
た
。「
あ
の
当と

う

時じ

は
同お

な

じ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

な
の
だ
か
ら
、

し
た
か
っ
た
ら
し
た
ら
と
い
う
感か

ん

じ
で
し
た
。
無む

理り

に
し
ろ
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
西に

し

川か
わ

さ
ん
は
回か

い

想そ
う

す
る
。
実じ

っ

際さ
い

に
「
氏し

の
創そ

う

設せ
つ

は
自じ

由ゆ
う

。
強

き
ょ
う

制せ
い

と
誤ご

解か
い

す
る
な
」
と
い
う

総そ
う

督と
く

か
ら
の
注

ち
ゅ
う

意い

が
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

事じ

で
も
残の

こ
っ
て
い
る
。［
１
，　
ｐ

１
１
１
］

　

も
し
、
創そ

う

氏し

改か
い

名め
い

が
出で

来き

な
け
れ
ば
差さ

別べ
つ

に
な
り
ま
す
。

日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
同お

な

じ
と
言い

っ
て
お
き
な
が
ら
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

が
日に

本ほ
ん

名め
い

に
変か

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
な
る
と
、
こ
れ
は
一ひ

と
つ
の
矛む

盾
じ
ゅ
ん

と
な
り
ま
す
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

は
日に

本ほ
ん

名め
い

を
名な

乗の

る
権け

ん

利り

が
あ
っ
た
の

で
す
。［
１
，　
ｐ
１
１
０
］

　

現げ
ん

在ざ
い

、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

を
日に

本ほ
ん

内な
い

地ち

で
働は

た
らか
せ
た
「
徴

ち
ょ
う

用よ
う

」

は
「
強

き
ょ
う

制せ
い

労ろ
う

働ど
う

」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼は

ら
れ
、
当と

う

時じ

の
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うに
損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償し
ょ
うを
求も

と

め
る
裁さ

い

判ば
ん

ま
で
起お

こ
さ
れ
て
い
る
。

　

西に
し

川か
わ

さ
ん
は
寧よ

ん

越う
ぉ
る

郡ぐ
ん

の
内な

い

務む

課か

長ち
ょ
う

時じ

代だ
い

に
こ
の
「
徴

ち
ょ
う

用よ
う

」

に
取と

り
組く

ん
だ
。
徴

ち
ょ
う

用よ
う

と
は
戦せ

ん

時じ

下か

の
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

不ぶ

足そ
く

に
対た

い

応お
う

す
る
た
め
の
国こ

く

民み
ん

に
対た

い

す
る
勤き

ん

労ろ
う

動ど
う

員い
ん

で
あ
る
。
内な

い

地ち

で
は

昭し
ょ
う

和わ

１
４
（
１
９
３
９
）
年ね

ん

か
ら
実じ

っ

施し

さ
れ
て
い
た
が
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

で
は
昭

し
ょ
う

和わ

１
９
（
１
９
４
４
）
年ね

ん

９
月が

つ

に
開か

い

始し

さ
れ
た
。

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

が
各か

く

道ど
う

庁ち
ょ
うに
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

男だ
ん

子し

青せ
い

年ね
ん

の
人に

ん

数ず
う

を
割わ

り
当あ

て
、道ど

う

庁ち
ょ
うは
郡ぐ

ん

に
、郡ぐ

ん

は
面め

ん（
村む

ら

）に
人に

ん

数ず
う

を
割わ

り
当あ

て
る
。

た
だ
し
、西に

し

川か
わ

さ
ん
の
前ぜ

ん

任に
ん

者し
ゃ

は
、１
０
人に

ん

の
割わ

り
当あ

て
が
あ
っ

て
も
、
５
、６
人に

ん

し
か
集あ

つ

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

西に
し

川か
わ

さ
ん
は
１
０
人に

ん

の
割わ

り
当あ

て
に
１
０
人に

ん

集あ
つ

め
た
。
そ

の
成せ

い

績せ
き

が
非ひ

常じ
ょ
うに
良よ

い
と
言い

う
こ
と
で
総そ

う

督と
く

府ふ

の
事じ

務む

官か
ん

が

理り

由ゆ
う

を
聞き

き
に
、
西に

し

川か
わ

さ
ん
の
所と

こ
ろに
や
っ
て
き
た
。
逆ぎ

ゃ
くに
言い

え

ば
、
徴

ち
ょ
う

用よ
う

は
法ほ

う

律り
つ

上じ
ょ
うは
強

き
ょ
う

制せ
い

で
あ
っ
て
も
、
実じ

っ

際さ
い

に
は
言い

う
こ

と
を
聞き

か
な
い
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

も
多お

お

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ど
う
や
っ
て
集あ

つ

め
た
か
と
言い

う
と
、
面め

ん

長ち
ょ
う（
村そ

ん

長ち
ょ
う）
と
か
、

関か
ん

係け
い

の
人ひ

と

に
き
ち
ん
と
説せ

つ

明め
い

し
て
、
本ほ

ん

人に
ん

に
も
納な

っ

得と
く

す
る
よ

う
に
説せ

つ

明め
い

し
て
も
ら
う
事こ

と

で
し
た
。・
・
・

　
徴

ち
ょ
う

用よ
う

は
、強

き
ょ
う

制せ
い

と
い
う
よ
り
納な

っ

得と
く

す
る
よ
う
に
話は

な

す
ん
で
す
。

そ
れ
を
し
っ
か
り
と
話は

な
しを
し
な
い
で
、
集あ

つ

め
よ
う
と
す
る
か
ら
、

皆み
な

、
嫌い

や

が
っ
て
日に

本ほ
ん

に
行い

か
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

私わ
た
し
は
き
ち
ん
と
、
日に

本ほ
ん

に
行い

っ
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
同お

な

じ
仕し

事ご
と

を
し
て
、
賃ち

ん

金ぎ
ん

も
き
ち
ん
と
も
ら
え
る
と
、
係

か
か
り

官か
ん

に
説せ

つ

明め
い

を

し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。［
１
，
ｐ
１
０
５
］

　
こ
れ
が
「
強

き
ょ
う

制せ
い

労ろ
う

働ど
う

」
の
実じ

っ

態た
い

だ
っ
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも
日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に
張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない
兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してくだ
さい。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
町ま

ち

の
周し

ゅ
う

囲い

の
山や

ま

が

　
　
　
　
　
　

禿は
げ

山や
ま

だ
っ
た

　
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
の
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

な
ど
は
無な

か
っ
た
、
と
西に

し

川か
わ

さ
ん
は
断だ

ん

言げ
ん

す
る
。
も
し「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」の
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

が
あ
っ

た
ら
、
徴

ち
ょ
う

用よ
う

と
同お

な

じ
よ
う
に
人に

ん

数ず
う

の
割わ

り
当あ

て
が
あ
り
、
内な

い

務む

課か

長ち
ょ
うが
そ
の
人に

ん

数ず
う

を
集あ

つ

め
る
責せ

き

任に
ん

を
負お

う
は
ず
だ
。
内な

い

務む

課か

長ち
ょ
うで
あ
っ
た
西に

し

川か
わ

さ
ん
が
そ
れ
を
し
て
な
か
っ
た
と
い
う
事こ

と

は
、
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

の
事じ

実じ
つ

が
な
か
っ
た
と
言い

う
こ
と
に
な
る
。

　

百
ひ
ゃ
っ

歩ぽ

譲ゆ
ず

っ
て
、
西に

し

川か
わ

さ
ん
が
嘘う

そ

を
つ
い
て
い
た
と
し
て
も
、

ま
だ
ま
だ
反は

ん

証し
ょ
うが
あ
る
。
西に

し

川か
わ

さ
ん
の
周

し
ゅ
う

囲い

に
は
、
郡ぐ

ん

長ち
ょ
うや

部ぶ

長ち
ょ
うレ
ベ
ル
も
含ふ

く

め
多お

お

く
の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

官か
ん

吏り

が
い
た
。
も
し
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

を
ト
ラ
ッ
ク
で
無む

理り

矢や

理り

連れ
ん

行こ
う

す
る
よ
う
な
事こ

と

が
あ
っ

た
ら
、
そ
れ
ら
の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

官か
ん

吏り

が
黙だ

ま
っ
て
見み

て
い
た
は
ず
が
な

い
。
必か

な
ら
ず
大だ

い

騒そ
う

動ど
う

が
各か

く

地ち

に
起お

こ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
も
う
一ひ

と
つ
の
証

し
ょ
う

拠こ

と
し
て
、
当と

う

時じ

の
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

の
厳げ

ん

格か
く

な

文ぶ
ん

書し
ょ

主し
ゅ

義ぎ

が
あ
る
。
戦せ

ん

後ご

、
西に

し

川か
わ

さ
ん
が
帰き

国こ
く

し
て
、
再さ

い

就
し
ゅ
う

職し
ょ
くす
る
際さ

い

に
、
政せ

い

府ふ

か
ら
履り

歴れ
き

書し
ょ

を
再さ

い

発は
っ

行こ
う

し
て
も
ら
っ
た
。

そ
こ
に
は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
渡わ

た
っ
た
１
８
歳さ

い

か
ら
の
経け

い

歴れ
き

、
役や

く

職し
ょ
く、
給

き
ゅ
う

与よ

ま
で
が
克こ

く

明め
い

に
記き

録ろ
く

さ
れ
て
い
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
な
い

時じ

代だ
い

に
、
総そ

う

督と
く

府ふ

は
一ひ

と

人り

ひ
と
り
の
官か

ん

吏り

に
ま
で
、
こ
の
よ
う

な
詳

し
ょ
う

細さ
い

な
記き

録ろ
く

を
残の

こ

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

終
し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

の
引ひ

き
揚あ

げ
の
混こ

ん

乱ら
ん

の
中な

か

で
も
、
総そ

う

督と
く

府ふ

は
「
特と

く

別べ
つ

輸ゆ

送そ
う

乗じ
ょ
う

車し
ゃ

船せ
ん

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

」
を
発は

っ

行こ
う

し
て
い
る
。
こ
れ
は
引ひ

き

揚あ

げ
の
交こ

う

通つ
う

費ひ

を
免め

ん

除じ
ょ

す
る
た
め
の
も
の
で
、
印い

ん

刷さ
つ

さ
れ
た
用よ

う

紙し

に
名な

前ま
え

を
書か

き
、
公こ

う

印い
ん

ま
で
押お

し
て
い
る
。

　

も
し
総そ

う

督と
く

府ふ

が
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

命め
い

令れ
い

と
し
て
慰い

安あ
ん

婦ふ

を
集あ

つ

め
て
い
た

ら
、
そ
の
命め

い

令れ
い

書し
ょ

や
執し

っ

行こ
う

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

、
そ
し
て
集あ

つ

め
ら
れ
た
慰い

安あ
ん

婦ふ

た
ち
の
一ひ

と

人り

ひ
と
り
の
記き

録ろ
く

が
残の

こ

さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
。

西に
し

川か
わ

さ
ん
は
引ひ

き
揚あ

げ
時じ

に
は
書し

ょ

類る
い

は
す
べ
て
道ど

う

庁ち
ょ
うに
残の

こ

し
て

き
た
と
い
う
か
ら
、
も
し
慰い

安あ
ん

婦ふ

の
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

が
あ
っ
た
ら
、

そ
の
膨ぼ

う

大だ
い

な
証

し
ょ
う

拠こ

書し
ょ

類る
い

が
出で

て
こ
な
い
わ
け
が
な
い
の
で
あ

る
。

　
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
と
は
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

に
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

志し

願が
ん

兵へ
い

の
記き

録ろ
く

は
詳

し
ょ
う

細さ
い

に
残の

こ

っ
て
い
る
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

の
第だ

い

一い
っ

回か
い

志し

願が
ん

兵へ
い

募ぼ

集
し
ゅ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
の
は
昭

し
ょ
う

和わ

１
３
（
１
９
３
８
）
年ね

ん

だ
っ
た
。
応お

う

募ぼ

者し
ゃ

は
２
，
９
７
６
人に

ん

と
倍ば

い

率り
つ

が
７
倍ば

い

を
超こ

え
た
の
で
、
採さ

い

用よ
う

者し
ゃ

を
増ふ

や
し
て
４
８
０
人に

ん

が
採さ

い

用よ
う

さ
れ
た
。

　

志し

願が
ん

者し
ゃ

は
年ね

ん

々ね
ん

増ふ

え
続つ

づ

け
、
昭

し
ょ
う

和わ

１
８
（
１
９
４
３
）
年ね

ん

に
は
３
０
万ま

ん

人に
ん

に
も
達た

っ

し
た
。
採さ

い

用よ
う

予よ

定て
い

者し
ゃ

は
５
，
３
０
０

人に
ん

で
、
倍ば

い

率り
つ

は
約や

く

５
７
倍ば

い

だ
っ
た
。
こ
の
年と

し

に
は
さ
ら
に
幹か

ん

部ぶ

候こ
う

補ほ

の
募ぼ

集し
ゅ
うも
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
軍ぐ

ん

隊た
い

の
特と

く

徴ち
ょ
うは
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

を
混こ

ん

在ざ
い

さ
せ

た
点て

ん

に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

上じ
ょ
う

官か
ん

の
下も

と

に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

兵へ
い

が
配は

い

置ち

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

上じ
ょ
う

官か
ん

が

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
部ぶ

下か

を
怒ど

鳴な

り
つ
け
た
り
、
殴な

ぐ
っ
た
り
、
靴く

つ

を
磨み

が

か

せ
て
い
た
事こ

と

も
、当と

う

時じ

の
軍ぐ

ん

と
し
て
普ふ

通つ
う

に
見み

ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
白は

く

人じ
ん

部ぶ

隊た
い

と
黒こ

く

人じ
ん

部ぶ

隊た
い

が
完か

ん

全ぜ
ん

に
分わ

か

れ
、
黒こ

く

人じ
ん

の
上

じ
ょ
う

官か
ん

の
下も

と

に
白は

く

人じ
ん

の
部ぶ

下か

が
つ
く
こ
と
な
ど
、
あ

５
．「
徴ち

ょ
う用よ
う

は
、強き

ょ
う制せ
い

と
い
う
よ
り

         

納な
っ

得と
く

す
る
よ
う
に
話は

な

す
ん
で
す
」

り
え
な
か
っ
た
時じ

代だ
い

の
話は

な
しで
あ
る
。［
１
，　
ｐ
１
５
８
］

　

靖や
す

国く
に

神じ
ん

社じ
ゃ

に
は
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

と
し
て
戦

た
た
か
っ
た
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

兵へ
い

士し

約や
く

２
万ま

ん

１
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うが
英え

い

霊れ
い

と
し
て
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
。「
一い

っ

視し

同ど
う

仁じ
ん

」、
す
な
わ
ち
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

も
同お

な

じ
「
皇こ

う

民み
ん

」
で
あ

る
、
と
す
る
精せ

い

神し
ん

が
軍ぐ

ん

隊た
い

内な
い

で
の
処し

ょ

遇ぐ
う

に
お
い
て
も
、
慰い

霊れ
い

に

お
い
て
も
実じ

っ

践せ
ん

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

終
し
ゅ
う

戦せ
ん

の
玉

ぎ
ょ
く

音お
ん

放ほ
う

送そ
う

を
、
西に

し

川か
わ

さ
ん
は
自じ

分ぶ
ん

の
机つ

く
えで
聞き

い
た
。

よ
く
は
聞き

き
取と

れ
な
か
っ
た
が
、「
忍し

の

び
難が

た

き
を
忍し

の

び
」
な
ど

の
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
お
言こ

と

葉ば

を
聞き

い
て
負ま

け
た
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
道ど

う

庁ち
ょ
うの
中な

か

で
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

官か
ん

吏り

の
様よ

う

子す

に
つ
い
て
は
特と

く

に
変か

わ
っ
た
様よ

う

子す

も
な
か
っ
た
よ
う
で
、
記き

憶お
く

に
残の

こ
っ
て
い
な
い

と
い
う
。

　

西に
し

川か
わ

さ
ん
は
翌よ

く

日じ
つ

も
、
職

し
ょ
く

場ば

に
行い

っ
た
。

　

私わ
た
し
は
机つ

く
えの
身み

近ぢ
か

な
も
の
な
ど
片か

た

付づ

け
て
、
そ
れ
以い

上じ
ょ
うは
も

う
自じ

分ぶ
ん

は
必ひ

つ

要よ
う

な
い
か
ら
触さ

わ

ら
ず
に
帰か

え
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

何な
に

も
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

と
戦せ

ん

争そ
う

し
た
訳わ

け

で
も
な
い
か
ら
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

を
差さ

別べ
つ

し

た
こ
と
も
な
い
し
、
内な

い

鮮せ
ん

一い
つ

体た
い

で
や
っ
て
き
た
わ
け
だ
し
、
私

わ
た
し

た
ち
は
、
恥は

ず
べ
き
こ
と
は
何な

に

一ひ
とつ
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

（３） ２０１７年第４９０６号 	１２月	２３日	（土曜日）

　

戦せ
ん

争そ
う

に
負ま

け
て
国く

に

は
三さ

ん

等と
う

国こ
く

以い

下か

に
な
っ
た
と
し
て
も
、

我わ
れ

々わ
れ

国こ
く

民み
ん

は
そ
の
ま
ま
世せ

界か
い

の
一い

っ

等と
う

国こ
く

民み
ん

で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
、こ
そ
こ
そ
と
逃に

げ
て
帰か

え

る
よ
う
な
事こ

と

は
し
た
く
な
い
で
す
。

現げ
ん

在ざ
い

、
春

し
ゅ
ん

川せ
ん

に
約や

く

一い
っ

千せ
ん

人に
ん

位ぐ
ら
いい
る
と
思お

も

わ
れ
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

全ぜ
ん

員い
ん

が
一い

っ

カ
所し

ょ

に
整せ

い

然ぜ
ん

と
引ひ

き
揚あ

げ
て
、
流さ

す

石が

日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

だ
、
綺き

麗れ
い

な
引ひ

き
揚あ

げ
方か

た

だ
っ
た
と
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

か
ら
言い

わ
れ
る
よ
う
な

引ひ

き
揚あ

げ
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
言こ

と

葉ば

通ど
お

り
、
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

た
ち
は
一い

っ

体た
い

と
な
っ
て
、
西に

し

川か
わ

さ
ん
が
仕し

立た

て
た
列れ

っ

車し
ゃ

で
釜ぷ

山さ
ん

に
行い

き
、
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

で
１
ヶ

月げ
つ

、
船ふ

ね

を
待ま

っ
て
、
日に

本ほ
ん

に
帰か

え

り
着つ

い
た
。「
一い

っ

等と
う

国こ
く

民み
ん

」
と

４
．
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

は
日に

本ほ
ん

名め
い

を

        

名な

乗の

る
権け

ん

利り

が
あ
っ
た

日に

本ほ
ん

人じ
ん

官か
ん

吏り

と
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

官か
ん

吏り

の
和わ

気き

藹あ
い

々あ
い

と
し
た

　
　
　
　
　
　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

の
高こ

う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
うを
支さ

さ

え
た
。

７
．
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

志し

願が
ん

兵へ
い

へ
の

        

応お
う

募ぼ

３
０
万ま

ん

人に
ん

８
．「
私わ

た
し
た
ち
は
、恥は

ず
べ
き
こ
と
は

          

何な
に

一ひ
と
つ
し
て
お
り
ま
せ
ん
」

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と

一い
っ

緒し
ょ

に
な
っ
て
、
一い

っ

生
し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
こ
と
だ
け
で
、
仕し

事ご
と

を
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

江こ
う

原げ
ん

道ど
う

庁ち
ょ
うで
、
見み

ら
れ

て
都つ

合ご
う

の
悪わ

る

い
書し

ょ

類る
い

な

ん
て
何な

に

も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
総そ

う

督と
く

府ふ

は
善ぜ

ん

政せ
い

を
敷し

い
た
の
で
す
。［
１
，　

ｐ
１
３
８
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日に

本ほ
ん

の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

統と
う

治ち

は

「
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

」
で
は
な

く
、「
合が

っ

邦ぽ
う

」、
企き

業ぎ
ょ
うで

言い

え
ば
「
合が

っ

併ぺ
い

」
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
西に

し

川か
わ

さ
ん

た
ち
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

官か
ん

吏り

は
、日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

も

「
一い

っ

視し

同ど
う

仁じ
ん

」、「
内な

い

鮮せ
ん

一い
つ

体た
い

」
の
理り

想そ
う

に
忠

ち
ゅ
う

実じ
つ

に
、
良よ

き
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
発は

っ

揮き

し
て
き
た
の
で
あ

る
。

　

玉
ぎ
ょ
く

音お
ん

放ほ
う

送そ
う

の
２
，
３

日に
ち

後ご

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
一ひ

と

人り

二ふ
た

人り

と
コ
ソ
コ
ソ
と
引ひ

き

揚あ

げ
て
る
こ
と
を
聞き

い
て

西に
し

川か
わ

さ
ん
は
人じ

ん

事じ

課か

長
ち
ょ
う

の
所と

こ
ろへ
行い

っ
て
、
提て

い

案あ
ん

し

た
。

し
て
、
誇ほ

こ

り
に
満み

ち
た
引ひ

き

揚あ

げ
方か

た

だ
っ
た
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．　

桜さ
く
ら
の
花は

な

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

編へ
ん

集
し
ゅ
う

部ぶ

『
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

官か
ん

吏り　

最さ
い

後ご

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

』、
Ｈ
２
６
、
星せ

い

雲う
ん

社し
ゃ

６
．「
従じ

ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
の

         

強き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

は
な
か
っ
た
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Algumas prioridades do projeto 
orçamentário de 2018

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Comentário (22/12/2017)

Hoje, para o Comentário, 
conversamos com Naoko 
Kuga, pesquisadora do Ins-
tituto NLI, sobre um pro-
grama de apoio aos cuida-
dos infantis que é um dos 
elementos do esboço do 
orçamento do governo ja-
ponês para o ano fiscal de 
2018, que estão chamando a 
atenção do público.
Kuga diz: “Cerca de um 
terço do orçamento que 
foi proposto será gasto em 
bem-estar social. Segundo 
especialistas, os gastos são 
voltados em grande parte 
aos idosos.
O último projeto inclui gas-
tos com programas de cui-
dados infantis e educação 
gratuita. Acho que essa ten-
dência de gastar mais para 
as futuras gerações é uma 

boa ideia.
Contudo, eu não sei se real-
mente isso é algo que deve 
ser feito ao custo de trans-
ferir a dívida às futuras ge-
rações perpetuando a emis-
são de títulos do governo e 
adiando a meta de obter um 
superávit primário.
Gostaria de questionar 
também quais são as prio-
ridades do governo. Numa 
recém-lançada política cen-
trada no desenvolvimento 
de recursos humanos, a edu-
cação gratuita para crianças 
com idade entre 3 e 5 anos 
está sendo promovida. Con-
tudo, este é um problema 
urgente entre os problemas 
relacionados a crianças em 
idade pré-escolar, ou seja, 
de 5 anos ou menos. Em ou-
tras palavras, há um grande 

número de crianças de 2 anos 
ou menos em listas de espe-
ra para vagas em creches. 
Dizem que, ao longo deste 
ano, um dos pilares da polí-
tica do governo foi aumentar 
a taxa de natalidade para 1,8 
criança por mulher, além de 
promover o empoderamento 
feminino, mas a longa lista 
de espera para creches foi 
um enorme obstáculo para 
mulheres que gostariam de 
continuar numa carreira pro-
fissional.
No Japão alguns lares têm 
maior poder aquisitivo quan-
do uma esposa ganha tan-
to quanto seu marido. Tais 
lares ainda mantêm gastos 
relativamente altos, e estão 
dispostos a comprar artigos 
mais custosos. Se o governo 
conseguir resolver o proble-

ma das creches, mulheres 
que quiserem continuar 
suas carreiras poderão fazê
-lo mesmo depois de terem 
filhos. Se houver um am-
biente que facilite o retorno 
das mulheres ao trabalho, 
o número desses casais vai 
aumentar. A promoção do 
empoderamento das mulhe-
res vai levar a uma econo-
mia mais ativa que, por sua 
vez, resultará num aumento 
da arrecadação de impostos.
É importante que o dinheiro 
seja gasto primeiro num se-
tor onde cidadãos estão ten-
do dificuldades. O governo 
deveria criar um caminho 
para o futuro e um crono-
grama para definir quando 
deve fazer o que e, ideal-
mente, refletir isto no seu 
orçamento.”

Projeto para atrair turistas estrangeiros 
aos parques nacionais do Japão

Comentário (20/12/2017)

Com o objetivo de atrair 
ainda mais visitantes vin-
dos do exterior, o governo 
japonês lançou um proje-
to que destaca os parques 
nacionais. No Comentá-
rio de hoje, conversamos 
com Nobuhiko Tanaka, 
professor da Universidade 
Tokai, sobre os objetivos 
e desafios desta iniciativa, 
conhecida como “Projeto 
para Aproveitar ao Máxi-
mo os Parques Nacionais”.
“O projeto visa elevar os 
atuais parques nacionais 
do Japão ao patamar inter-
nacional. Mais especifica-
mente, as autoridades estão 
planejando complementar 
as belas paisagens de cada 
parque com acomodações 
e atividades de alta quali-
dade e valor agregado para 
atrair mais visitantes de 

todo o mundo.
O objetivo é aumentar o 
número de turistas estran-
geiros que visitam parques 
nacionais de 4,9 milhões, 
em 2015, para 10 milhões 
em 2020. No momento, o 
projeto do governo está se 
focando em 8 parques, es-
tudando como promover 
suas atrações e melhorar 
suas instalações.
É quase que como um 
milagre que o Japão seja 
abençoado por um meio 
ambiente tão rico. Regiões 
em latitudes semelhantes 
no resto do mundo incluem 
desertos como o do Saara 
e de Takla Makan, na Ásia 
Central. No entanto, devi-
do à existência de monta-
nhas e de correntes de ar 
específicas, o Japão tem 
mais chuva e, consequen-

Gabinete do governo japonês 
aprova plano orçamentário 
para o ano fiscal de 2018

Política (22/12/2017)

O gabinete do governo 
japonês aprovou um pla-
no orçamentário, em valor 
sem precedentes, para o 
ano fiscal que começa em 
abril.
O gabinete elaborou o es-
boço orçamentário no valor 
total de aproximadamente 
860 bilhões de dólares.
Os ministros do gabinete 
dedicaram cerca de 290 bi-
lhões de dólares para o bem
-estar social, cifra mais alta 
de todos os tempos.
Eles alocaram também um 

valor recorde de quase 
46 bilhões de dólares 
para defesa, em meio à 
tensão que prevalece na 
Península Coreana.
A estimativa é de que as 
receitas tributárias che-
guem a 520 bilhões de 
dólares, em um aumento 
de cerca de 12 bilhões de 
dólares em relação a este 
ano.
Contudo, mais de um 
terço do orçamento ain-
da depende da dívida do 
governo.

temente, mais verde que 
as demais regiões. Poucos 
países na zona temperada 
têm natureza tão abundan-
te quanto o Japão. Além 
disso, é possível experi-
mentar diferentes ecossis-
temas mesmo sem viajar 
muito longe. Um voo de 
três horas para o norte de 
Tóquio leva a uma região 
em que o mar é coberto por 
blocos de gelo. Já um voo 
de duração similar indo 
para o sul leva a recifes de 
corais. Por tal razão, acho 
que o Japão tem enorme 
potencial como destino 
para o turismo que valoriza 
a natureza.
Um dos desafios a serem 
enfrentados é como garan-
tir fácil acesso aos parques 
nacionais. Atualmente, 
pouca informação é ofere-

cida a turistas estrangeiros 
no aeroporto de Narita, 
principal porta de entrada 
do país, sobre como ir a 
tais parques. Garantir fácil 
acesso deveria ser priori-
dade máxima.
Apesar do projeto do go-
verno só focar em 8 par-
ques no momento, acredito 
que ele deveria incorporar 
todos os 34 parques nacio-
nais do Japão. Eles ofere-
cem diferentes atrativos 
capazes de agradar vários 
interesses de visitantes 
de todo o mundo, como o 
Parque Nacional de Shire-
toko, no norte, com seus 
blocos de gelo, e o Parque 
Nacional de Iriomote-Ishi-
gaki, ao sul, com seus reci-
fes de corais.”

Conselho de Segurança da ONU 
irá votar nova resolução com 
sanções contra Pyongyang

Norte-Coreano (07/12/2017)

O Conselho de Seguran-
ça da ONU deve votar um 
novo conjunto de sanções 
contra a Coreia do Norte já 
na sexta-feira. A resolução, 
elaborada pelos Estados 
Unidos, impõe um teto so-
bre as exportações de deri-
vados refinados de petróleo 
a Pyongyang e a repatriação 
de trabalhadores norte-core-
anos no exterior.
Os Estados Unidos apresen-
taram o projeto de resolução 
aos membros do conselho 
na quinta-feira. O país reali-
zou negociações com a Chi-
na sobre a questão.
O esboço do texto, obtido 
pela NHK, condena o lan-
çamento de um novo mís-
sil balístico pela Coreia do 
Norte em 29 de novembro, 
que caiu no Mar do Japão.
Em uma tentativa de cor-
tar as fontes de fundos de 
Pyongyang para seus pro-
gramas nuclear e de mís-
seis, o projeto de resolução 

estabelece uma proibição 
de exportação de aproxi-
madamente 90 por cento 
dos derivados refinados 
de petróleo para a Coreia 
do Norte.
Também exige a repa-
triação de trabalhadores 
norte-coreanos no exte-
rior dentro de 12 meses, 
assim como a proibição 
de importação de itens 
alimentícios, maquinaria, 
entre outros produtos, 
por parte de Pyongyang.
O Conselho de Seguran-
ça quer fortalecer ainda 
mais as sanções contra 
a Coreia do Norte por 
meio da nova resolução.
Entretanto, as restrições 
envolvendo a exportação 
de petróleo bruto a Pyon-
gyang continuam excluí-
das do esboço de resolu-
ção, uma vez que a China 
está cautelosa em relação 
a tais medidas.

Japan Airlines é vítima de golpe 
no valor de US$ 3,4 mi

Economia (21/12/2017)

A Japan Airlines (JAL) 
afirmou que foi vítima de 
um golpe no valor de 3,4 
milhões de dólares devido 
a emails falsos que seriam 
de um parceiro comercial 
no exterior.
A companhia aérea japo-
nesa disse ter recebido um 
email de alguém que se 
passava por um parceiro 
comercial estrangeiro que 
pedia o pagamento de taxas 
de leasing de aviões.
Funcionários do setor fi-

nanceiro da JAL efetuaram 
o pagamento de 3,2 milhões 
de dólares em uma conta 
bancária de Hong Kong de-
signada no email.
Os funcionários teriam dito 
que o email explicava que 
o parceiro tinha uma nova 
conta bancária.
Segundo a Japan Airlines, 
o valor de 3,2 milhões de 
dólares referente às taxas 
de leasing é irrecuperável, 
já que foi retirado da conta.

Mestre de academia de sumô de 
ex-yokozuna renuncia a posição na 
diretoria da associação do esporte

Sumô (20/12/2017)

O mestre da academia 
de sumô de Harumafuji 
renunciou a sua posição 
na diretoria da associação 
do esporte para se respon-
sabilizar pelas ações do 
ex-yokozuna, ou grande 
campeão. Harumafuji teria 
atacado e ferido um lutador 
de categoria inferior em ou-
tubro.
Na quarta-feira, o presiden-
te da Associação de Sumô 
do Japão, Hakkaku, reve-
lou que o mestre Isegaha-
ma renunciou durante uma 
reunião extraordinária da 
diretoria no mesmo dia.
Harumafuji é acusado de 
atacar Takanoiwa duran-
te uma festa em um bar. 
Acredita-se que o compor-
tamento do lutador mais 

jovem irritou Harumafuji, 
que se aposentou do sumô 
em novembro devido ao es-
cândalo.
O presidente da associação 
também anunciou puni-
ções disciplinares para dois 
yokozunas presentes du-
rante o incidente, Hakuho 
e Kakuryu. Ambos os gran-
des campeões terão de re-
nunciar a seus salários em 
janeiro. Hakuho terá ainda 
metade do salário em feve-
reiro.
Hakkaku declarou que os 
diretores recomendariam 
Harumafuji a se aposentar 
e que estariam consideran-
do a possibilidade de fazer 
cortes em seu bônus por de-
sempenho.

Kim Jong Un diz que Coreia do Norte 
se tornou ameaça nuclear para os EUA

Norte-Coreano (22/12/2017)

O líder norte-coreano, 
Kim Jong Un, disse que seu 
país se transformou numa 
nação capaz de representar 
uma significativa ameaça 
nuclear aos EUA.
A imprensa da Coreia do 
Norte informou que Kim 
fez o comentário na Confe-
rência dos Presidentes das 
Células do Partido dos Tra-
balhadores da Coreia em 
Pyongyang na quinta-feira.
Líderes das menores unida-
des da agremiação, conhe-
cidas como “células parti-
dárias”, se reuniram pela 

primeira vez em cerca de 
5 anos. O Rodong Sinmun, 
jornal do partido, publicou 
na sexta-feira uma foto da 
conferência.
Kim disse que seu país en-
frenta sérios desafios que 
não devem ser ignorados, 
uma vez que a comunidade 
internacional vem aumen-
tando suas sanções.
A liderança norte-coreana 
está fortalecendo seu con-
trole sobre o regime na me-
dida em que a pressão inter-
nacional se intensifica.
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